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年６月に鳴門市と吉野川市で，茎や葉，根に激しい腐敗が発生しました。この症状2004
は特に台風等の激しい風雨の後に発生が多く，被害を受けた株では黒色の腐敗が地際付近

の地上部の茎や葉から始まり，株全体が萎ちょうし，さらに進行すると白い綿状の菌の発

生が見られました。同定の結果，この病原菌はピシウム菌の一種であることが判明しまし

た。現在この新病害の発生生態についての詳しい知見は得られていませんが，一般には本

菌による病害は，高温多湿条件で発生しやすく，雨水等を介して伝染します。
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ツルムラサキの新病害について


